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 麻しんの国内外での増加に伴う注意喚起について（再周知） 

 

 平素は、本会活動の推進に対しまして、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 厚生労働省の標記事務連絡に関し、このたび日本医師会より通知が届きました。 

 本事務連絡は、麻しんについて、ヨーロッパ地域において症例報告数が前年度の 30 倍以上に

急増し入院を要する重症例や死亡例も確認されており、訪日外客数が多い地域である東南アジア

地域についても世界的に症例報告数が多い地域の一つとなっていることや、国内における海外か

らの輸入症例が契機と考えられる事例が報告されていることから、今後輸入症例や国内における

感染伝播事例の増加が懸念される状況を受けて、国立感染症研究所より最近の海外の感染状況を

踏まえた国内における麻しん症例の発生や流行の拡大の可能性についてのリスク評価が発出さ

れた旨、連絡するものです。 

 本件に併せて、過去の事務連絡「麻しんの国内伝播事例の増加に伴う注意喚起について（協力

依頼）」も一部改正がなされています。 

 貴会におかれましてもご了知の上、会員医療機関へのご周知をお願い申し上げます。 

 

 【参考】 

  日本医師会メンバーズルームから別添文書の閲覧が可能です。 

  https://www.med.or.jp/japanese/members/bunsyo/data3/kenko2/2023ken2_2083.pdf 

  ※閲覧にはユーザー名とパスワードでのログインが必要です。 

  ユーザー名：会員ID（日医刊行物送付番号）の10桁の数字（半角で入力）です。 

        宛名シール下部に印刷されている10桁の数字です。 

  パスワード：生年月日の「西暦の下2桁、月2桁、日2桁」を並べた6桁の数字（半角） 
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